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～ファイト黒崎で絆を深めよう～ 

第４２号 令和３年７月１日（木） 

こちらは 5 年生音楽科の様子です。担当の渡

辺先生が、美しい歌声を大切にしながら指導して

います。大きな声を出すことはできませんが、子

ども達の歌声は本当に心に響きます。 

社会科の冨士先生は、子ども達の心に寄

り添うのがとても上手です。子ども達の関

心を高めながら、ここでは古墳の学習を進

めていました。 

子ども達は歴史が大好き。時代はどんど

ん進んでいきます。 

6年生の算数科は佐伯先生が進めています。こ

こでは分数の割合の考え方でしたが、いとも簡

単に定着までの道のりを済ませていました。 

「振り返り書いてね。」 

 教室内をぐるぐる回りながら、子ども達の学

習習熟度を確認しています。 

7月に入りました。熱中症の対策、感染予防対策

をしながら、1学期のラストスパートを頑張ってい

る子ども達。 

今週もあとわずかですが、しっかりと応援してい

きます。 

こちらは5年生算数科、担当の村田先生は図形の考

え方が分かりやすくなるように、教具を工夫して実際

に動かしながら解説していました。1 時間で次々と問

題が変わるのにも、子ども達は慣れています、落ち着

いて村田先生とリズムよく学習していました。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、５年生の先生方は、自然教室の準備を進めて

います。宿泊をせず、日帰りに変更になったことを受

け、すぐさま子ども達がたくさん思い出を作ることが

できるように考えました。 

最初は、とても残念そうにし

ていた子ども達もいましたが、 

「今年しかできないような、２

日目にしませんか。」 

担任の先生が、子ども達の心に

寄り添うように語りかけまし

た。 

 すると… 

「やった！逃走中がしたい。」 

「お化け屋敷もしたいな。」 

次々とアイデアが浮かんできた

子ども達。みごと逆転の発想で、

コロナ禍を乗り越えようとして

います。 

 みんなで、今年

だけの思い出をつ

くろうね。 

 保護者の皆様 

 今年度も、行事を進めるにあたっては、悩む

ところも多く、苦渋の決断をいたしました。 

しかし、子ども達にとって、少しでも思い出

に残るように企画してまいります。どうぞご理

解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

「おすすめの本はありますか？」 

何気ない質問で始まった授業。しかし、疋田先生は子ども達の心をどんどんつかみながら、授業を進めていきま

す。気が付けばご覧の通り！多くの子ども達が手を挙げ授業に参加していました。子ども達が楽しめるよう、教材

を工夫しています。 



 


